
令和４年度 自己評価：学校関係者評価報告書 
                      令和５年3月３日 

髙橋文化学園 牛浜幼稚園 

１．本園の教育目標  

たくましく生きていく力の育成 

・丈夫な体の子ども 

・思いやりのある優しい子ども 

・強い心をもつ子ども 

２．本年度重点目標  

強い心をもつ子供 

（強い心とは最後まで頑張る力と捉え、一人ひとりの子どもに目標を持たせ、プロセス評価を肯定

的にしながら、楽しく頑張れる方法を工夫する。そのために一人の子を複数教員の見守りで、頑張

りを認めていく。さらに最後まで頑張った時の満足感を教諭と友達どうして味わえるようにする。

この体験が次の意欲へと繋がっていく。） 

３．評価項目の達成及び取り組み状況  

項目 評価項目 評価 取り組む状況 

4 

教育目標「強い心」

運動会や作品展示会

などの行事や教育内

容を工夫して最後ま

で頑張る力を育てて

いる。 

A :63％

B:37% 

・普段の身支度や製作も最後まで自分でやろうとするよう働き

かけた。 

・日々のカリキュラムも最後まで取り組むように努めてきた。 

・一つ一つの行事に、達成感や楽しさを感じられたと思う。 

・「最後までやり抜く」をテーマに過ごしてきた。 

・行事に前向きに取り組み、頑張りぬく経験をしたことで達成

感や喜びを味わうことができた。何事にも前向きに取り組め

るようになった。 

・子供たちの興味や夢中になっていることから、工夫した作品

作りへとつながった。 

５ 

園は一人ひとりの子

どもを理解し、誠実

に保育している。 

 

A:63％ 

B:37％ 

・園庭などで他学年の子も意識して関わった。 

・子供1人ひとりににあった関わり方、声のかけ方を進んで選

んでしている。 

・園全体で園児を把握し関わることができていると思う。 

・子どもの性格や特性をできる限り理解しその子に合った関り

を心掛けている。  



（Ａ＝あてはまる、Ｂ＝ややあてはまる、Ｃ＝ふつう、Ｄ＝あまりあてはまらない、Ｅ＝わからない） 

４．総合的な評価  

評価 理由 

A 

4つの評価項目を重点的に取り組んだ結果、保護者に誠実な対応の項目が著しく良くなっ

た。また園児の最後までやろうとする意欲が高まり、真剣に取り組む姿が多々見られた。そ

の姿を評価として教職員に返すことで教師どうしの士気も上がった。そこに、園内研修や幼

小学校の接続も（交流学習）加わり、教職員はもとより子ども達の変容成果も確認できた。 

（Ａ＝あてはまる、Ｂ＝ややあてはまる、Ｃ＝ふつう、Ｄ＝あまりあてはまらない、Ｅ＝わからない） 

５．今後取り組む課題  

・読書等環境の整備 

今年度、読書アンケートを取り入れた。園児自身が本を選択して、絵本の楽しさを感じるよう読書指導（ブ

ックトークなど）を各クラスで取り組んだ。読書指導については。質的にも確実に高まっている。読書環境整

備は不十分のところはあるので、工夫していきたい。 

・幼小接続 

保育・教育が系統的に小学校の学習内容のどこにつながるか意識してきた。また、今年度は育てたい 10の

姿、市の目標なども意識して、保育教育していきた。活動と目標を意識的に関連付けてきたので、今後は保育・

教育の質をさらに高め、子どもの更なる意欲へとつなげる。 

６．学校関係者評価委員会の評価  

評価 理由 

A 

・教育目標に「他を思いやる優しい子ども」育成に取り組んでください。 

・「強い心を持つ子ども」の育成に当たり、プロセス評価を大切にしてください。 

・熱心に子どもに向かっている姿、子供の成長ぶりを見て伝わってきます。 

・定期的に避難訓練や交通安全指導の実施をお願いします。事故の内容十分な気配りを。 

・3歳保育の実現、期待しています。 

 など助言を頂きました。 

（Ａ＝あてはまる、Ｂ＝ややあてはまる、Ｃ＝ふつう、Ｄ＝あまりあてはまらない、Ｅ＝わからない） 

９ 

園は保護者の相談な

どに対し誠実に対応

している。 

A:63％ 

B:37％  

・教職員全員が保護者の声に耳を傾けて、情報共有に努めてい 

る。 

・誠実に対応したつもり。ほかの先生方も親身なって相談に応

じている。 

・園児の様子をもっと個別に伝えたかった。 

・保護者に担任以外も複数人で対応していると思う。 

12 

教員は、子どもの興

味・関心を引き出す

ような保育・教育を

工夫している。 

A:13% 

B:75％ 

C:12%  

・園内研修が有意義だった。 

・個々にあった指導や、興味が出る導入の仕方これからも研究

し保育・教育をより良くしていきたい。 

・製作において、作り始める前の興味を引き付ける点をもう少

し研究したい。 

・一斉指導と個別指導の在り方を取り組んでいるがさらに研究

したい。 


